
総
会
が
隔
年
お
き
の
開
催
で
あ
り
、
本

年
は
総
会
に
変
わ
る
幹
事
会
が
七
月
五
・

六
日
に
か
け
福
島
県
土
湯
の
「
山
水
壮
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

大
越
会
長
の
挨
拶
、
本
部
竹
内
会
長
・

交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
宮
坂
本
部
長

の
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
サ
ブ
フ
ラ
イ
ム

問
題
・
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
年

金
・
介
護
・
医
療
・
税
制
等
々
に
よ
り
私

た
ち
の
生
活
は
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
っ
て

い
るこ

れ
ら
の
状
況
を
打
破
す
る
運
動
を
進

め
る
こ
と
と
経
過
と
当
面
の
行
動
と
課
題

を
確
認
し
ま
し
た

全
国
会
長
会
議
を
開
催

京
都

十
月
三
十
・
三
十
一
日
で
会
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
か
ら
退
職
者
連
絡
会
の
仲
間
が
、

五
十
七
名
参
加
し
親
睦
と
交
流
を
深
め
ま

し
た会

議
で
は
交
運
共
済
の
加
入
促
進
の
取

り
組
み
と
高
退
連
と
各
エ
リ
ア
の
取
り
組

み
等
を
確
認
し
ま
し
た

主
な
経
過
と
当
面
の
日
程

三
月
四
日
以
降
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
国
会
行
動
が
六
回
あ
り
ま
し
た

七
月

五
日

東
日
本

幹
事
会

七
月
一
一
日

共
済
運
営
委
員
会

九
月
一
五
日

全
国
高
齢
者
集
会

一
〇
月
二
〜
五

ベ
ト
ナ
ム
の
旅

一
一
月

七
日

交
運
共
済
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
川
越

交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
「
友
の
会
」

の
企
画
で
一
〇
月
二
日
か
ら
五
日
で
ベ
ト
ナ

ム
ハ
ノ
イ
周
辺
の
視
察
・
交
流
・
親
睦
を
深

め
て
来
ま
し
た

成
田
十
一
時
の
ベ
ト
ナ
ム
航
空
で
ハ
ノ
イ

へ
、
翌
日
ベ
ト
ナ
ム
国
鉄
で
ロ
ン
ビ
ン
駅
か

ら
ハ
イ
ホ
ォ
ン
駅
ま
で
試
乗
し
て
来
ま
し
た

速
度
は
時
速
６
０
キ
ロ
ぐ
ら
い
で
し
た

そ
の
日
の
夕
食
で
ベ
ト
ナ
ム
国
鉄
労
働
組

合
と
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
写

真
は
伝
統
あ
る
踊
り
だ
そ
う
で
す

ハ
ノ
イ
周
辺
の
観
光
は
電
気
代
が
高
い
の

で
冷
蔵
庫
等
電
気
製
品
は
贅
沢
品
だ
そ
う
で

す
夕
方
の
市
場
は
買
い
物
客
で
混
雑
し
て
い

ま
すバ

イ
ク
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
あ
る
そ

う
で
す

世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
ハ
ロ
ン
湾
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
も
す
ば
ら
し
く
、
二
千
を
越
す

石
灰
岩
の
景
色
は
よ
か
っ
た
で
す
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東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
退
職
者
・
連
絡
会

幹
事
会
を
開
催

一
年
間
の
経
過
と
当
面
の
行
動
と
課
題
を
確
認

水
戸
地
方
本
部

鉄
道
退
職
者
の
会

第
十
七
回
総
会
開
催

九
月
二
十
日
水
戸
市
内
の
ホ

テ
ル
で
地
本
委
員
長
。
共
済
部

長
を
招
き
二
十
名
の
会
員
の
参

加
を
得
て
経
過
・
決
算
・
活
動

方
針
を
決
定
し
ま
し
た

終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
年

金
介
護
等
々
厳
し
い
が
選
挙
を

頑
張
ろ
う
を
確
認
し
散
会
し
た

共
済
「
友
の
会
」

ベ
ト
ナ
ム
の
旅


